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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第86期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第85期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
２月28日

自平成21年
12月１日
至平成22年
２月28日

自平成20年
12月１日
至平成21年
11月30日

売上高（千円） 1,374,686 1,443,921 6,562,851

経常利益（千円） 154,220 21,741 283,453

四半期（当期）純利益（千円） 93,550 25,435 137,650

純資産額（千円） 1,778,1951,849,0601,831,094

総資産額（千円） 5,905,1605,828,8685,307,527

１株当たり純資産額（円） 176.91 184.23 181.67

１株当たり四半期(当期）純利益金額（円） 9.55 2.60 14.06

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 29.34 30.93 33.50

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
28,968△226,226 442,419

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△17,617 △40,121△157,817

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
145,701 492,330△468,338

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 866,754 751,947 525,965

従業員数（人） 135 130 132

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．従業員数は、就業人員数を記載しております。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年２月28日現在

従業員数（人） 130 (29)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は当第1四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で示しておりま

す。

(2）提出会社の状況

 平成22年２月28日現在

従業員数（人） 119 (23)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、関係会社への出向者２名は含まれておりません。

２．臨時雇用者数は当第1四半期会計期間の平均人員を（　）外数で表示しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）製品生産実績

　当社グループは、事業の種類別セグメント情報を開示しておりませんので、製品の用途別生産実績を示すと次のと

おりです。

種類
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　
前年同期比
（％）　

　

農薬 　 　

殺虫剤（千円） 360,741 67.8

殺菌剤（千円） 52,894 75.3

殺虫殺菌剤（千円） 63,473 184.3

除草剤（千円） 2,115 7.3

その他（千円） 43,373 146.9

小計（千円） 522,599 75.2

その他（千円） 6,347 82.1

合計（千円） 528,946 75.3

　（注）金額は、製品製造原価で表示しており消費税等は含んでおりません。

(2）商品仕入実績

　当社グループは、自社製品の販売とともに他社製品も販売しており、最近の仕入実績は次のとおりです。

種類
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　
前年同期比
（％）

　

農薬 　 　

殺虫剤（千円） 398,128 152.8

殺菌剤（千円） 55,711 82.9

殺虫殺菌剤（千円） 38,211 141.6

除草剤（千円） 42,435 53.9

その他（千円） 16,890 21.4

小計（千円） 551,377 107.6

その他（千円） 19,065 113.4

合計（千円） 570,443 107.8

　（注）１．主な仕入先は、三菱商事㈱、住友化学㈱、ファイザー㈱等であります。

２．上記金額には、消費税等は含んでおりません。

(3）受注状況

　当社グループは、受注生産は行っておりません。
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(4）販売実績

　当社グループは、事業の種類別セグメント情報を開示しておりませんので、製品の用途別販売実績を示すと次のと

おりです。

種類
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　
前年同期比
（％）

　

農薬 　 　

殺虫剤（千円） 944,779 105.2

殺菌剤（千円） 148,340 92.1

殺虫殺菌剤（千円） 109,282 136.0

除草剤（千円） 68,632 69.2

その他（千円） 87,797 138.0

小計（千円） 1,358,831 104.4

その他（千円） 85,089 117.3

合計（千円） 1,443,921 105.0

（注）１．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 　　　　

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

全国農業協同組合連合会 487,318 35.4 505,382 35.0

 　　　２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。　　　　　

 

 

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次のとおりであります。 

契約先 契約年月日 有効期間 契約の内容

全国農業協同組合連合会 平成22年1月19日
平成21年12月1日から

平成22年11月30日まで

売買基本契約に基づく平成22年度

農薬の売買に関する契約

　 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出の増加などで一部業種に景気回復の兆しはみられるもの

の、企業収益の低迷、設備投資の抑制、雇用情勢の悪化などからいまだ厳しい状況が続いております。

このような情勢のもと、当社グループは、従来からの地域密着を基本に、食品由来物質による「サンクリスタル乳

剤」「ハッパ乳剤」並びに「ビオネクト」などの独自剤に加え、総合防除による環境保全型農業への推進、森林や

公園・ゴルフ場等の緑化防除事業並びに不快害虫防除薬剤の開発と防除事業などに注力するとともに受託生産に

も努めて工場の操業度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は14億43百万円（前年同期比69百万円、5.0%増)となりまし

た。損益面では売上高の増加はありましたが、売上品目構成の変化により原価率が上昇し、経費削減等に努めたもの

の、営業利益は9百万円（前年同期比1億29百万円、93.1%減）、経常利益は21百万円（前年同期比1億32百万円、85.9%

減）となり、四半期純利益は25百万円（前年同期比68百万円、72.8%減）となりました。 

　当社グループは事業の種類別セグメントは公表しておりませんが、製品の用途別売上は次のとおりであります。　　

殺虫剤は、水稲用は減少しましたが園芸用が増加し売上高は9億44百万円（前年同期比46百万円、5.2%増）、殺菌剤

は全般的に出荷が遅れ売上高は1億48百万円（前年同期比12百万円、7.9%減）、殺虫殺菌剤は園芸用が増加し売上高

は1億9百万円（前年同期比28百万円、36.0%増）、除草剤は水稲用が減少し売上高は68百万円（前年同期比30百万

円、30.8%減）、その他は展着剤等が増加し売上高は87百万円（前年同期比24百万円、38.0%増）、農薬外その他は防

除事業が増加し売上高は85百万円（前年同期比12百万円、17.3%増）となりました。

　

　(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2億25百万円増加し、7億51百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2億26百万円の減少（前年同期は28百万円の増加）となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純利益32百万円、仕入債務の増加2億9百万円等の資金増加を、たな卸資産の増加1億21

百万円、売上債権の増加97百万円、法人税等の支払91百万円等の資金減少が上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、40百万円の減少（前年同期は17百万円の減少）となりました。これは

主に固定資産の取得39百万円の資金減少によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、4億92百万円の増加（前年同期は1億45百万円の増加）となりました。

これは主に短期借入金による5億20百万円の資金増加に対し、長期借入金の返済17百万円、配当金の支払9百万円

の資金減少によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、52百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設について、当第1四半期連結

会計期間に完了したものはありません。なお、当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新

設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年２月28日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年４月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,197,000 10,197,000福岡証券取引所

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元株式数　1,000株 

計 10,197,000 10,197,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年12月１日～ 

平成22年２月28日 
─ 10,197,000─ 664,500─ 295,451

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

 平成21年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　 409,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   9,655,000 9,655 －

単元未満株式 普通株式　　 133,000 － －

発行済株式総数 10,197,000 － －

総株主の議決権 － 9,655 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

 平成21年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サンケイ化学㈱ 鹿児島市南栄2丁目9番地 409,000 － 409,000 4.01

計 － 409,000 － 409,000 4.01

　 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年12月平成22年１月 平成22年２月

最高（円） 93 95 87

最低（円） 84 84 84

　（注）　最高・最低株価は福岡証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

 　  　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）は、改正後の四半期連結

財務諸表規則に基づいて作成しております。

　また、当第１四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び当第１四半期連結累計期間

（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日内閣府令第５号）附則第７条第１項第１号及び４号ただし書き

により、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平

成21年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22

年２月28日まで）及び当第1四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人かごしま会計プロフェッションによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 751,947 525,965

受取手形及び売掛金 ※2
 1,529,624 1,468,838

信託受益権 736,758 700,002

商品及び製品 820,508 795,426

仕掛品 69,970 42,192

原材料及び貯蔵品 316,220 247,171

繰延税金資産 96,313 97,886

その他 107,858 59,876

貸倒引当金 △617 △1,384

流動資産合計 4,428,584 3,935,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 237,070

※1
 241,325

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 162,774

※1
 167,805

土地 125,831 125,831

リース資産（純額） ※1
 24,216

※1
 23,988

建設仮勘定 18,484 6,875

その他（純額） ※1
 31,874

※1
 33,608

有形固定資産合計 600,251 599,435

無形固定資産 16,649 3,049

投資その他の資産

投資有価証券 503,757 471,605

長期貸付金 48,020 47,691

繰延税金資産 109,402 127,391

その他 137,677 137,853

貸倒引当金 △15,475 △15,475

投資その他の資産合計 783,383 769,066

固定資産合計 1,400,284 1,371,551

資産合計 5,828,868 5,307,527
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,475,988 1,266,692

短期借入金 1,410,000 890,000

1年内返済予定の長期借入金 65,600 70,400

リース債務 6,207 5,861

未払法人税等 1,616 91,531

賞与引当金 46,484 97,614

販売促進引当金 111,663 114,693

その他 239,639 281,355

流動負債合計 3,357,198 2,818,148

固定負債

長期借入金 61,800 74,400

リース債務 19,599 19,736

退職給付引当金 290,649 289,611

役員退職慰労引当金 53,254 83,260

長期預り保証金 197,306 191,276

固定負債合計 622,610 658,283

負債合計 3,979,808 3,476,432

純資産の部

株主資本

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 295,451 295,451

利益剰余金 830,101 814,452

自己株式 △39,855 △39,855

株主資本合計 1,750,196 1,734,548

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 52,871 43,495

評価・換算差額等合計 52,871 43,495

少数株主持分 45,992 53,051

純資産合計 1,849,060 1,831,094

負債純資産合計 5,828,868 5,307,527
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 1,374,686 1,443,921

売上原価 883,665 1,095,105

売上総利益 491,021 348,816

販売費及び一般管理費 ※1
 351,973

※1
 339,240

営業利益 139,047 9,575

営業外収益

受取利息 261 411

受取配当金 2,475 1,158

持分法による投資利益 18,965 15,836

その他 2,651 1,112

営業外収益合計 24,354 18,519

営業外費用

支払利息 8,388 6,336

その他 793 17

営業外費用合計 9,181 6,353

経常利益 154,220 21,741

特別利益

貸倒引当金戻入額 802 767

役員退職慰労引当金戻入額 － 10,700

特別利益合計 802 11,467

特別損失

固定資産除却損 154 465

環境対策費 735 －

特別損失合計 890 465

税金等調整前四半期純利益 154,133 32,743

法人税、住民税及び事業税 48,782 732

法人税等調整額 18,079 13,184

法人税等合計 66,862 13,916

少数株主損益調整前四半期純利益 87,271 18,826

少数株主損失（△） △6,279 △6,609

四半期純利益 93,550 25,435
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 154,133 32,743

減価償却費 20,418 24,961

退職給付引当金の増減額（△は減少） 662 1,037

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,387 △30,005

賞与引当金の増減額（△は減少） △49,750 △51,130

その他の引当金の増減額（△は減少） 13,190 △3,030

貸倒引当金の増減額（△は減少） △802 △767

受取利息及び受取配当金 △2,737 △1,570

支払利息 8,388 6,336

持分法による投資損益（△は益） △18,965 △15,836

売上債権の増減額（△は増加） 309,026 △97,543

たな卸資産の増減額（△は増加） △308,161 △121,908

仕入債務の増減額（△は減少） △71,433 209,296

その他 6,980 △82,908

小計 63,336 △130,325

利息及び配当金の受取額 2,737 1,241

利息の支払額 △7,413 △6,247

法人税等の還付額 － 793

法人税等の支払額 △29,691 △91,688

営業活動によるキャッシュ・フロー 28,968 △226,226

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △17,270 △39,716

投資有価証券の取得による支出 △529 △528

貸付金の回収による収入 182 123

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,617 △40,121

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 170,000 520,000

長期借入金の返済による支出 △13,100 △17,400

自己株式の取得による支出 △266 －

配当金の支払額 △9,797 △9,787

少数株主への配当金の支払額 △1,134 △482

財務活動によるキャッシュ・フロー 145,701 492,330

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 157,052 225,981

現金及び現金同等物の期首残高 709,701 525,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 866,754

※1
 751,947
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１．会計処理基準に関

する事項の変更

（企業結合に関する会計基準の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸

表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る

会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第7号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会

計基準第16号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）が平成21年4月1日以後

開始する連結会計年度において最初に実施される企業結合及び事業分離等から適用すること

ができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用

しております。

なお、子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したこ

とによる損益及びセグメント情報に与える影響はありません。 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）が平成21年４月１

日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結累計期間より、新た

に「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第1四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し、前連結会計年

度末実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の

算定方法　

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算出する方法によっております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年２月28日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,713,497千円で

あります。

 

※２　第1四半期連結会計期間末日満期手形

　　　当第1四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。当第1四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は次のとおりであります。

 　受取手形 33,255千円

 　支払手形 12,690千円 

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,699,212千円で

あります。

 

──────　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 79,189千円

賞与引当金繰入額 17,085 

退職給付引当金繰入額 1,635 

役員退職慰労金引当金繰入額 2,214 

営業報償引当金繰入額 23,170 

研究開発費 52,588 

減価償却費  746 

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 84,447千円

賞与引当金繰入額 21,237 

退職給付引当金繰入額 1,237 

役員退職慰労金引当金繰入額 2,019 

営業報償引当金繰入額 24,403 

研究開発費 52,128 

減価償却費  2,769 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年２月28日現在）

  （千円）

 現金及び預金勘定 866,754 

 現金及び現金同等物 866,754

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年２月28日現在）

  （千円）

 現金及び預金勘定 751,947 

 現金及び現金同等物 751,947
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年２月28日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　

平成22年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数 

 株式の種類
当第1四半期
連結会計期間末 

　　

普通株式（株）  10,197,000 　

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類 
当第1四半期
連結会計期間末 

　　

普通株式（株）            409,886 　

 

 

３．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年２月25日

定時株主総会
普通株式 9,787 1.00平成21年11月30日平成22年２月26日利益剰余金

 

 

４．株主資本の著しい変動に関する事項 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）

当社グループは、事業の種類として「農薬事業」及び「その他の事業」に区分していますが、「農薬」事業 

の売上高、営業利益の割合がいずれも全セグメントの90%超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日　至平成22年２月28日）

当社グループは、事業の種類として「農薬事業」及び「その他の事業」に区分していますが、「農薬」事業

の売上高、営業利益の割合がいずれも全セグメントの90%超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を

省略しております。 

　

　 

  

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日　至平成22年２月28日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

  

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日　至平成21年２月28日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日　至平成22年２月28日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

 

  

（有価証券関係）

有価証券の当第1四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。 

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年２月28日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

１株当たり純資産額 184.23円 １株当たり純資産額 181.67円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年２月28日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

純資産の部の合計額（千円） 1,849,060 1,831,094

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
45,992 53,051

（うち少数株主持分） (45,992) (53,051)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産

額（千円）
1,803,068 1,778,043

１株当たり純資産額の算定に用いられた四

半期末（期末）の普通株式の数（株）
9,787,114 9,787,114

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 9.55円 １株当たり四半期純利益額 2.60円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

四半期純利益金額（千円） 93,550 25,435

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 93,550 25,435

普通株式の期中平均株式数（株） 9,793,850 9,787,114

（重要な後発事象）

該当事項はありません。         

（リース取引関係）

該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年４月８日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

監査法人　かごしま会計プロフェッション

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 田畑　恒春　　印

 
 
業務執行社員

 
 
公認会計士

 
本田　親文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンケイ化学株式会

社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成

21年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンケイ化学株式会社及び連結子会社の平成21年２月28日現在の財政状

態、同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績並びにキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLのデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年４月６日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

監査法人　かごしま会計プロフェッション

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　康晴　　印

 
指定社員
業務執行社員

 
 
公認会計士

 
本田　親文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンケイ化学株式会

社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成

22年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンケイ化学株式会社及び連結子会社の平成22年２月28日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLのデータ自体は含まれていません。
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